
平成 23 年度 第３回公民館運営審議会 会議録 

 

 

１ 開催日時 

  平成２４年 ３月１６日(金) 午後２時００分 ～ 午後３時４５分 

２ 開催場所 

  成田市赤坂１－１－３  

成田市中央公民館（２階 視聴覚室） 

３ 出席者 

  (審議会委員) 

石井会長，眞鍋副会長，飯嶋委員，渕田委員，針ヶ谷委員，小川委員，鳩貝委員，鈴木委員 

  (事務局) 

   須藤公民館長,葛生主幹,坂本副主幹,篠田主査,青野主任主事 

４ 議事 

（１）平成２３年度公民館の主要事業の進捗状況について 

（２）平成２４年度公民館の主要事業（案）について 

５ その他 

 

(要旨) 

議事（１）平成２３年度公民館の主要事業の進捗状況について，（２）平成２４年度公民館の主要事業 

（案）について，その他として、中央公民館大規模改修について，事務局から説明を行った。 

後，公民館運営審議委員からの質疑応答を行った。主な意見は、次のとおり。 

 

（委員）公民館事業についてですが、地域に密着した事業が開催できればと思いますが。 

 

（事務局）地域の地の利を生かした事業としては、八生公民館のタケノコ掘り、公津公民館のえびが

に釣り教室があります。地元の方の協力を得て実施しております。 

     また、地区の老人クラブ等の方の協力による「生きがいセミナー」も実施しております。 

 

（委員）地域に根差した公民館事業を行うには、地域の団体と公民館が話し合う必要があるのでは 

    ないかと思う。地域の声を聞いて事業に活かして行くことが今後必要だと考えられる。 

 

（事務局）今後の公民館事業を考えると地域の方の意見を聞くことは重要だと思います。 

 

（委員）地域に住む諸団体の協力者が公民館を支えてゆくことが必要だと思う。そのことが地域に根 

差した公民館事業が可能になると思う。 

 

（事務局）役所でも地域の諸団体と関わりがある課が多数ありますので、各課とも横の連携を取りな



がら対応して行きたいと思います。 

 

（委員）公民館に行けば何かやっている。公民館に行けば何かがある。町内会、子ども会、老人ク 

ラブ等へ公民館から関わって行くことが重要だと思う。 

 

（事務局）公民館が、地域の団体との意見交換の場として機能していければ、地域の特性を反映した事業が 

展開できると考えます。 

 

５ 傍聴 

(1) 傍聴者 

    なし 

(2) 傍聴の状況 

    なし 

６ 次回開催日時（予定） 

 平成２４年 ７月中旬頃開催予定 


